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特集 データ解析コンペティション：金融マーケテイング  

金融商品市場へのジョイント・セグメンテーションの適用 …………………… 里村卓也  

佐藤栄作，佐藤忠彦  

（大 阪 大 学）  

（流通経済研究所）  

（立 教 大 学）  金融機関に対する選好とその利用  同大彬訓，朝日弓未，大川英恵  
金融機関に対する学生の意識と行動一若年層をターゲットとした金融マーケテイングへの示唆－  

長田伸一，長田紘明，矢崎直博，天谷由美，守口 剛  （立 教 大 学）  

（東京都立大学）  

（東京理科大学）  

（東京三菱銀行）  

（マーケテイング・サービス）  

（ハイパーリサーチ）  

ライフ・スタイルと金融商品選択行動………………… 荒木和行，荒牧寧志，加藤徹久  

生田目 崇  
斉藤 智  

投資・貯蓄意識による金融行動セグメンテーションの試み…………………… 大竹延幸  

伊東克哉  

編集後記  

●昨年5月より編集委員会に参加せていただき，今回  

初めて特集の担当をいたしました．今回の特集は「ヒ  

ューマンエラーからのリカバリ」というテーマですが，  

当初は「危機管理」というテーマで話を進めておりま  

した．調べてみると「危機管理」というのは対象領域  

が非常に広く，多くの研究者が携わっていることを知  

りました．この分野の詳しい方に「ヒューマンエラー  

からのリカバリ」が危機管理研究の1つの大きな柱で  

あると聞き，今回の特集を組むことになりました．  

●今回の特集では，人間のエラーを検知し，修正する  

システムではなく，何等かの仕組みによって回避し，  

低減させていくという事例を紹介していただきました．  

確かに人間は誤りを犯すものであり，それを検知し，  

修正するシステムを作ることも重要ですが，それには  

限界があります．昨年来，事故のニュースが報道され  

る度にメディアはこぞってずさんな管理を批難し，犯  

人を探すことに終始している気がします．しかし，本  

当に重要なのは犯人を探すのではなく，エラーを回避  

し低減させていく仕組みや，エラーが起きたときにそ  

れに対応する仕組みを探究していく地道な努力である  

ということを改めて痛感いたしました．  

●データの不備が研究を進める上で大きな障害となっ  

ているというお話でした．これはORの研究でも実務  

に近くなればなるほど悩まされる共通の問題ではない  

かと思います．まったく想像もつかないようなとんで  

もないミスを犯すのが人間ですから，その苦労は大変  

なものだと思います．ORと今回のテーマの接点は未  

知数ですが，何か大きな可能性を感じます．これから  

の発展を期待したいと思います。   （中川慶一郎）  
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